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電子証明書とは、電子的に作られた身分証明書です。電子証明書使用者は、電子証明書をパソコンに保存（インストール）

し、インターネット・サービス利用時に電子証明書を提示することにより、本人確認を行います。電子証明書による本人確

認は、高度な暗号化技術を利用しており、偽造等による「なりすまし」が非常に困難です。

１．電子証明書とは

＜ＩＢログイン時の電子証明書選択画面例＞

■管理者の電子証明書

「利用者番号（ご契約先ID）」＋「金融機関コード（１６８９）」

■利用者の電子証明書

「利用者番号（ご契約先ID）」＋「利用者ＩＤ」＋「金融機関コード（１６８９）」

管理者

利用者

複数の電子証明書が
インストールされている
場合は、適切なものを
選択する。
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２．電子証明書方式概要

1．電子証明書方式について

（1）電子証明書方式とは

事業者向けインターネットバンキングのログイン時に、電子証明書と暗証番号を用いて本人確認を行う方式です。

（以下、電子証明書方式という）

（2）利用可能パソコンの固定

電子証明書方式の場合、電子証明書は、パソコンにインストールされるため、インストールされていないパソコ

ンでは、インターネットバンキングは利用できません。
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2．電子証明書の基本仕様

（1）電子証明書の発行単位

電子証明書は、管理者および全利用者の各１ＩＤに対し１枚発行する。１契約先で最大２０枚とする。

電子証明書の発行は管理者分は信用金庫、利用者分は管理者が行う。

（2）電子証明書のバックアップ

管理者、利用者とも電子証明書のバックアップは不可とする。

（3）電子証明書の有効期限

電子証明書の有効期限は電子証明書取得日より１年間とする。

有効期限が過ぎた場合、電子証明書は使用できなくなるため、電子証明書の更新が必要となる。

※管理者の電子証明書が失効しても、利用者の電子証明書が有効であれば利用者の利用は可能。

（4）電子証明書の更新

電子証明書の有効期限内に新しい証明書へ更新する。更新期間は有効期限日の30日前から有効期限日＋90日

までとする。

※ 有効期限日の30日前から管理者および利用者の重要なお知らせ画面に更新の案内を表示する。

※ 有効期限が経過後、90日までは電子証明書取得画面から電子証明書の取得ができる。

※ 有効期限日の30日前および10日前に電子メールにて更新の案内を行う。ただし、Ｅメール設定が無い場合

（利用者）はメール送信を行わない。

※ 更新期間中に更新しなかった場合、再発行が必要となる。

※期限が切れた該当の管理者もしくは利用者の電子証明書は失効し、ログインできなくなります。
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(例) 職場と自宅のパソコン２台を使用する場合

(説明)

・管理者の電子証明書は金庫が発行し、

利用者の電子証明書は管理者が発行し

ます。

・ご利用者がお一人でも、パソコンを２台

お使いであれば｢利用者ID」を２つ登録

し、それぞれに電子証明書を発行する

必要があります。この場合は利用者用

の電子証明書は２枚ですが、最大２０枚

まで発行することが可能です。

～管理者～

Aさん

＝利用者1＝

Aさん

＝利用者2＝

Aさん

発行
電
子
証
明
書
取
得

(自宅)(職場)

（日新信用金庫）

発行

発行

電
子
証
明
書
取
得
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３．電子証明書導入のメリット

1．メリット

（1）フィッシングやスパイウェアなどにより、第三者にＩＤ、パスワードが漏洩しても、利用できるパソ
コンを限定できるため、被害を防止できます。

（2）従業員等、社内の犯行を防止できます。従業員等が外部の第三者にＩＤ、パスワードを漏洩し
たり、退職した従業員（特に管理者）がＩＤ、パスワードを知っていても、社内の特定のパソコンに
限定できるため被害を防止できます。
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４．電子証明書の更新作業について

1．ポイント

（1）電子証明書の有効期間は、電子証明書の取得日から1年間です。

（2）更新操作は、有効期限30日前から有効期限日＋90日間までに行う必要があります。

（3）更新操作は、有効期限日まではログイン後の重要なお知らせ画面からの更新操作、

有効期限日から90日間までは電子証明書取得画面にて行います。

（4）更新後は、旧電子証明書を削除します。

（5）有効期限日＋90日を過ぎた場合、電子証明書は失効しログインできなくなります。

（6）失効した場合は、電子証明書を再発行し再取得します。

（7）管理者、利用者の電子証明書が更新漏れにより失効しても、他の利用者等には影響を

与えません。
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５．電子証明書の再発行手続きについて

1．ポイント

（1）パソコンの買い替えやOSの入替え、更新漏れなど、電子証明書が利用できなくなったときは

電子証明書を「再発行」する必要があります。

（2）電子証明書を再発行すると、現在発行済みの電子証明書は失効します。

（3）失効した旧電子証明書は自動削除されないので、今後選び間違いがないように削除します。

（4）電子証明書の再発行は次のとおりとなります。

｢管理者」--金庫が再発行しますので、｢電子証明書」失効兼再発行依頼書の提出が必要です。

｢利用者」--管理者が再発行しますので、企業内の手続きで済みます。
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《電子証明書方式のよくある質問》

Ｑ 1．パソコンが壊れたときはどうすればよいのですか？

Ａ 1．パソコンの修理、ブラウザまたはＯＳの再インストールを行った場合は、電子証明書が失われます。再発行の手

続きが必要です。

Ｑ 2．１人の利用者が複数のパソコンで利用したいときはどうすればいいですか？

Ａ 2．複数のパソコンで利用したい場合は、パソコンの台数分の利用者ＩＤを登録し電子証明書を取得します。

Ｑ 3．電子証明書がインストールされたパソコンが紛失した場合どうすればいいですか？

Ａ 3．第三者により悪用されることも考えられますので、電子証明書の失効または事業者向けＩＢの事故登録の手続き

を行います。

Ｑ 4．事業者向けＩＢの再契約（解約／新規）を行った場合、取得済みの電子証明書は利用できますか？

Ａ 4．電子証明書の内容が変更となりますので、新規に電子証明書を取得します。

Ｑ 5．出張先や海外で利用できますか？

Ａ 5．セキュリティ上お勧めできませんが、電子証明書をインストールしたノートブックＰＣを持ち出し、インターネッ

トに接続すれば利用できます。ただし、海外からはその国の法律・制度・通信事情・通信機器の仕様などにより利

用出来ない場合があるため、当該国の法律を事前に確認してもらって下さい。

Ｑ 6．電子証明書を誤って削除してしまいました。

Ａ 6．再発行の手続きを行います。

６．よくある質問
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７．電子証明書方式ご利用環境

以下のWindowsパソコンのみでのご利用となり、スマートフォンやタブレットは推奨環境対象外です。

※ 電子証明書の取得・更新を行う場合は「電子証明書取得アプリ」をダウンロードして起動する必要があります。

※ Microsoft Edgeで「電子証明書取得アプリ」を使用せずに電子証明書の取得・更新を行う場合は、IEモードで行う必要があります。

※ Microsoft Edge （IEモード）を使用しても、電子証明書の取得・更新が出来ない場合は、以下の手順を実施してください。

① Windowsのスタートメニューから「コントロールパネル」をクリックし、表示方法を「カテゴリ」に変更する。

② 「ネットワークとインターネット」をクリックし、「インターネットオプション」のアイコンをクリックする。

③ 「インターネットのプロパティ」の「セキュリティ」タブを選択し、「信頼済みサイト」のアイコンを選択する。

④ 「このゾーンのセキュリティレベル」を「中」に設定後、「サイト」を選択する。

⑤ 「このWebサイトをゾーンに追加する」の入力欄に、次の文字を入力し、「追加」をクリックする。

→ h t t p s : / / * . s h i n k i n - i b . j p

⑥「閉じる」をクリックし、ブラウザを再起動する。

OS ブラウザ 電子証明書の取得／更新 各種取引

Windows10
Microsoft Edge 〇 〇

Chrome 〇 〇

Windows11
Microsoft Edge 〇 〇

Chrome 〇 〇
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８-１．開通確認の目的

・管理者、利用者が本人のみ知る暗証番号へ変更を行うことで、
他人の「なりすまし」を防止します。

・通常は初回ご利用時の一回のみ行いますが、

例外として暗証番号ロック解除後にも行う機会があります。

８.開通確認について
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８-２．管理者と利用者の違い

登録人数 業 務 任命例１ 任命例２

管理者 1名任命

各種設定、変更

利用者の登録・変更

利用限度額の設定 等

社長

（経理部長）

社長

利用者
最大２０名
まで任命

取引サービスの利用

残高照会、入出金明細照会、

振込・振替、 ファイル伝送 等

社員Aさん

パートBさん
社長

８.開通確認について
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管理者 利用者

① 開通確認をします P.14

③ 利用者を登録します P.27

⑤ 開通確認をします P.36

各種設定をします（任意） P.30

各種取引サービス利用開始

管理者の方に開通確認をしていただきます。電子証明書が取得でき

るようになります。

再度ログインし（P22）取引を行う利用者を登録していただきます。

利用者の方に開通確認をしていただきます。

利用限度額情報等を設定していただきます。

② 電子証明書を取得します P.17

④ 電子証明書を取得します P.31

８-３．利用開始までの流れ

８.開通確認について
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a. ご契約先ID（利用者番号）

※ 内の暗証番号は一例になります。

管理者1-1 【ご契約先ログイン画面】

② ご契約先ID（利用者番号）・ご契約先暗証番号を入力します。

a.

b.

b.ご契約先暗証番号・・・申込書記載（4桁） の暗証番号管理者1-0 【事業者向けインターネットバンキング管理者トップ画面例】

① 管理者ログインの開通確認をクリックします。

８-４ ．管理者（ご契約先）開通確認

1234

８.開通確認について



a.登録されているご契約先暗証番号
・・・申込書記載（4桁） の暗証番号

b.ご契約先暗証番号
・・・管理者ログイン用暗証番号

※確認のため２回入力します。
（ご契約先ログイン（ P.18のb.とP.25のa.）で利用しま
す。）

c. ご契約先確認暗証番号
・・・管理者機能でセキュリティ を伴う項目設定時の

認証用暗証番号
※確認のため２回級力します。
（利用者情報登録（ P.18のc.とP.28のj.）で利用しま

す。）

d. ご契約先Eメールアドレス
・・・メールアドレスの入力を行います。

メールアドレスが表示されている場合は、メール
アドレスの入力は不要です。

a.

b.

c.

d.
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③ ご契約先暗証番号・ご契約先確認暗証番号を設定します。

管理者1-2 【ご契約先開通確認画面】

1234

syacho01

syacho02



16

管理者1-4 【ご契約先開通確認終了画面】

⑤ 開通確認が終了しました。

管理者開通確認完了

電子証明書の取得を行ってください。

※一見エラー画面のようですが、正常な画面です。

④ ワンタイムパスワード（確認用パスワード）を入力します。

04 92

管理者1-3 【ご契約先ワンタイムパスワード入力画面】

※画面に表示された記号（カタカナ）に対応する
お客様カードに記載された２桁の数字を入力します。
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８-５．管理者（ご契約先）電子証明書取得

① 電子証明書取得をクリックします。

管理者2-0 【事業者向けインターネットバンキングトップ画面例】

② 管理者用をクリックします。
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管理者2-1 【電子証明書発行情報入力画面①】

③ 利用者番号（ご契約先ID）・ご契約先暗証番号・ご契約先確認暗証番号を入力します。

a.利用者番号（ご契約先ID）

b.ご契約先暗証番号
・・・管理者開通確認（P.15のb.）で登録した暗証番号

c.ご契約先確認暗証番号
・・・管理者開通確認（P.15 のc.）で登録した暗証番号

管理者2-1 【電子証明書発行情報入力画面②】

a.

b. syacho01

syacho02c.
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④ ダウンロードをクリックし、「電子証明書取得アプリ」をダウンロードします。



20

⑤ ダウンロードが完了したら、ファイルを開くをクリックして「電子証明書取得アプリ」を起動します。

※「ファイルを開く」画面が閉じてしまった場合は、ＰＣ⇒ダウンロードフォルダにある「ShinkinIBCertTool.exe」を

ダブルクリックして起動してください。

電子証明書取得アプリ画面
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⑥ 「電子証明書取得アプリ」を起動したまま、取得をクリックします。

※アプリは起動したままで、電子証明書取得開始を行う。
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⑦ 電子証明書発行処理が行われます。
（処理速度が高速のパソコンは表示されないことがあります。）

⑧ 取得完了画面が表示されれば、 「電子証明書取得アプリ」の×ボタンをクリックして終了します。
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管理者電子証明書取得完了

⑨ 電子証明書発行が完了しました。

a.Common Name：

「利用者番号（ご契約先ID)」+「金融機関コード」

管理者2-2 【電子証明書発行情報入力画面】

12345678901 1689a.
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a.「利用者番号（ご契約先ID）」

＋「金融機関コード（１６８９）」

① 管理者ログインをクリックします。

８-６．管理者（ご契約先）ログイン（2回目以降）

管理者3-0 【事業者向けインターネットバンキング管理者トップ画面例】

a.

【証明書選択画面】

② 電子証明書を選択します。
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a. ご契約先暗証番号
・・・管理者開通確認（P.15のb.）で登録した暗証番号

管理者3-1 【ご契約先ログイン画面】

④ ワンタイムパスワード（確認用パスワード）を入力します。

③ ご契約先暗証番号を入力します。

syacho01a.

84 92

※画面に表示された記号（カタカナ）に対応する
お客様カードに記載された２桁の数字を入力します。

管理者3-2 【ご契約先ワンタイムパスワード入力画面】
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⑥ ご契約先ステータス画面が表示されます。

⑤ 重要なお知らせ画面が表示されるので、次へをクリックする 。

管理者3-3 【ご契約先ステータス画面】 各種管理者機能が利用可能になります。
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管理者4-1 【利用者情報選択画面】

① 利用者を新規登録します。

８-７．利用者登録

メインメニュー 「ご契約先管理情報変更」 を選択

サブメニュー 「利用者情報登録／変更」 をクリック

「利用者の新規登録」のメニューを開く「+」 をクリック

メニューより、「新規登録」をクリック
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② 利用者ID・暗証番号・取引権限・限度額・証明書発行を設定します。

a.利用者ID
・・・利用者を識別する符号

（利用者電子証明書取得（P.32のb.）で利用します。）

b.利用者名 カナ

c.利用者名 漢字 （任意）

d.利用者暗証番号（仮）
・・・利用者ログイン用（仮）暗証番号 ※確認のため２回入力します。

（利用者電子証明書取得（P.32のc.)と利用者ログイン（P.37のa.）

と利用者開通確認（P.38のa.）で利用します。）

e.利用者確認暗証番号（仮）
・・・取引実行時の認証用（仮）暗証番号 ※確認のため２回入力します。

（利用者電子証明書取得（P.32 のd.)と利用者開通確認（P.38の c.）で利用します。）

f.利用者Eメールアドレス （任意）

g.電子証明書発行

h.権限の付与と限度額の設定（オンライン取引）
・・・当該サービスにかかる利用者の権限付与と限度額の設定をしてください。

i.権限の付与と限度額の設定（ファイル伝送）
・・・当該サービスにかかる利用者の権限付与と限度額の設定をしてください。

j.ご契約先確認暗証番号
・・・管理者開通確認（P.15のc.）で設定した暗証番号

※

管理者4-2 【利用者情報登録画面】

※ 利用者開通確認で

暗証番号変更が必須（P.38）となりますので、

「仮」の暗証番号を設定してください。

kari01

kari02
※

syacho02

a.

b.

c.

d.

e.

f.

g.

h.

i.

j.
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管理者4-3 【利用者情報選択画面】

・利用者登録を終了させる場合

管理者のログアウトをしてください。

引き続き利用者電子証明書取得を行う場

合は、P.31をご覧ください。

・限度額情報等の各種設定を行う場合

該当のサブメニューを選択後、P.30をご覧

ください。

利用者登録完了
管理者は利用者に以下を通知します。

・利用者番号（ご契約先ID）（お客様カード記載）

・利用者ID（P.28のa.に入力した利用者ID」）

・利用者暗証番号（仮）（P.28のd.「kari01」）

・利用者確認暗証番号（仮）（P.28のe.「kari02」）

③ 利用者登録が完了しました。
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利用者登録のほかに、次の項目を設定することができます。

① ご契約先口座情報

利用口座に取引限度額を設定することができます。

② ファイル伝送契約情報

全銀パスワードとファイルアクセスキーを事前に設定することができます。

③ ご契約先限度額

契約法人全体の取引限度額を設定することができます。

④ 振込手数料マスタ

金庫様が設定された振込手数料とは別に、お客様が先方負担手数料を設定することができます。

８-８．各 種 設 定 （ 任 意 ）
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８-９．利用者電子証明書取得

① 電子証明書取得をクリックします。

利用者5-0 【事業者向けインターネットバンキング利用者トップ画面例】

② 利用者用をクリックします。
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利用者5-1 【電子証明書発行情報入力画面②】

a.利用者番号（ご契約先ID）

・・・管理者から通知された利用者番号（ご契約先ID）
※お客様カード記載の契約者ＩＤ

b.利用者ID
・・・管理者から通知された利用者ID （P.28）

c.利用者暗証番号
・・・ 管理者から通知された利用者暗証番号（仮）（P.28）

d.利用者確認暗証番号
・・・ 管理者から通知された利用者確認暗証番号（仮）（P.28）

※利用者にワンタイムパスワード（トークン）を設定している場合は、
確認用パスワードの代わりにワンタイムパスワードを入力します。

③ 利用者番号（ご契約先ID）・利用者ID・利用者暗証番号・利用者確認暗証番号を入力します。

a.

b.

c.

利用者5-1 【電子証明書発行情報入力画面①】

d.

kari01

Kari02※
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④ ダウンロードをクリックし、「電子証明書取得アプリ」をダウンロードします。

※管理者が利用するパソコンと同じ場合は、既にパソコンにダウンロード済のため、ダウンロードは不要です。

⑤ ダウンロードが完了したら、ファイルを開くをクリックして「電子証明書取得アプリ」を起動します。

※「ファイルを開く」画面が閉じてしまった場合や、管理者と同じパソコンで既にダウンロード済の場合は

ＰＣ⇒ダウンロードフォルダにある「ShinkinIBCertTool.exe」をダブルクリックして起動してください。

電子証明書取得アプリ画面
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⑦ 電子証明書発行処理が行われます。
（処理速度が高速のパソコンは表示されないことがあります。）

⑥ 「電子証明書取得アプリ」を起動したまま、取得をクリックします。



35

⑧ 電子証明書発行が完了しました。 「電子証明書取得アプリ」の×ボタンをクリックして終了します。

a. 「利用者番号（ご契約先ID)+「利用者ID」＋「金融機関コード（1689）」

利用者電子証明書取得完了

利用者5-2 【電子証明書発行完了画面】

12345678901 shinkintaro 1689a.
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８-１０．利用者開通確認

利用者6-0 【事業者向けインターネットバンキング利用者トップ画面例】

① 利用者ログインをクリックします。

a.「利用者番号（ご契約先ID)+「利用者ID」＋

「金融機関コード（1689）」

【証明書選択画面】

a.

② 電子証明書を選択します。



a.利用者暗証番号
・・・ 管理者から通知された利用者暗証番号（仮）（P.28）

利用者6-1 【利用者ログイン画面】
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③ 利用者暗証番号を入力し、ログインをクリックします。

a. kari01



※b.とd.の暗証番号は今後利用者が、ログインや取引時に
ご使用になる暗証番号で、利用者自らが決定します。
この番号はセキュリティのため管理者や他の利用者に知ら
れないよう注意が必要です。
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a.管理者が登録した利用者暗証番号（仮）
・・・管理者から通知された利用者暗証番号（仮） （ P.28）

b.新しい利用者暗証番号
・・・利用者ログイン用暗証番号

※確認のため２回入力します。
（利用者ログイン（ P.41のa.）で利用します。）

c.管理者が登録した利用者確認暗証番号（仮）
・・・管理者から通知された利用者確認暗証番号（仮）（ P.28）

d.新しい利用者確認暗証番号
・・・取引実行時の認証用暗証番号

※確認のため２回入力します。
（利用者取引実行（ P.42のa.）で利用します。）

e.利用者Eメールアドレス（任意）
※確認のため２回入力します。

⑤ 利用者暗証番号・利用者確認暗証番号を設定します。

利用者6-2 【利用者開通確認画面】

a.

b.

c.

d.

e.

kari01

taro01

kari02

taro02
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利用者開通確認完了

各取引サービス利用開始

⑥ 重要なお知らせ画面が表示されます。

利用者6-4 【利用者ステータス画面】

各取引サービスがご利用可能になります。

⑦ 利用者ステータスが表示されます。
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【証明書選択画面】

利用者7-0 【事業者向けインターネットバンキングトップ画面例】

① 利用者ログインをクリックします。

８-１１．利用者ログイン（2回目以降）

a.「利用者番号（ご契約先ID)+「利用者ID」＋

「金融機関コード（1689）」

a.

② 電子証明書を選択します。



利用者7-1 【利用者ログイン画面】

③ 利用者暗証番号を入力します。

a.利用者暗証番号

・・・利用者が利用者開通確認

（P.38のb.）で登録した暗証番号
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④ 利用者ステータスが表示されます。

利用者7-2 【利用者ステータス画面】

各取引サービスがご利用可能になります。

※重要なお知らせ画面は省略

a. taro01
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８-１２．利用者 取引実行

② 資金移動が完了し、送信完了画面が表示されます。

利用者8-2 【資金移動送信完了画面】

a.

利用者8-1 【資金移動確認画面】

taro02

① 資金移動内容を確認し、正しければ確認暗証番号を入力します。

a.確認暗証番号

・・・利用者が利用者開通確認（P.38のd.）で登録した暗証番号

（ 資 金 移 動 内 容 入 力 画 面 は 省 略 ）
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ご 契 約 先 管 理 者 ご 契 約 先 利 用 者

種類

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

ご契約先登録用暗証番号
（お客様が申込書に記入）

確認用
パスワード

ご契約先暗証番号
（ログイン用）

ご契約先確認暗証番号
（認証用）

利用者暗証番号
（ログイン用）

利用者確認暗証番号
（認証用）

体系 4桁数字
ア～クに対応した
2桁の半角数字

6桁～12桁の半角英数字

登録方法 当庫へ申込書届出にて登録
お客様カード発行
時に当庫にて登

録する

管理者が「ご契約先開通確認」画面で登録
（P15 管理者1-2【ご契約先開通確認画面】のb.とc.）

【初期設定】
管理者が「利用者情報登録」画面で登録
（P28 管理者4-2【利用者情報登録画面】のd.とe.）

【初期設定変更】
利用者が「利用者開通確認」画面で登録
（P38 利用者6-2【利用者開通確認画面】のb.とd.）

変更方法 当庫へ申込書届出にて変更

メインメニュー：
「ご契約先認証情報変更」

サブメニュー：
「ご契約先暗証番号変更」

メインメニュー：
「ご契約先認証情報変更」

サブメニュー：
「ご契約先確認暗証番号

変更」

メインメニュー：
「利用者情報変更」

サブメニュー：
「利用者暗証番号変更」

メインメニュー：
「利用者情報変更」

サブメニュー：
「確認暗証番号変更」

規定回数 連 続 ７ 回

規定回数
超過時の対応

管理者・利用者全て利用停止 当該利用者のみ利用停止

ロック解除方法
当庫へ依頼書届出にて暗証番号ロック解除

管理者は開通確認が必要／利用者は開通確認不要

管理者が利用中止解除する
メインメニュー：「ご契約先情報変更」
サブメニュー ：「利用者情報登録／変更」

使用個所

管理者開通
（P14 管理者1-1【ご契約
先ログイン画面】のb.）

（P15 管理者1-2【ご契約
先開通確認画面】のa.）

管理者開通確認
（P16 管理者1-

3【ご 契約先ワン
タイム パスワード
入力画面】）

管理者ログイン
（P25 管理者3-

2【ご 契約先ワン
タイムパスワード
入力画面】）

管理者ログイン

（P18 管理者2-1【電子証明
書発行情報入力画面①】のb.）

（P25 管理者3-1【ご契約先
ログイン画面】のa.）

管理者ログイン

（P18 管理者2-1【電子証
明書発行情報入力画面②】
のc.）

管理者のメニューでセキュリ
ティに関わる取引処理実行
時 （P28 管理者4-2【利用
者情報登録画面】のj.）

利用者ログイン画面
（P41 利用者7-1【利用
者ログイン画面】のa.）

利用者メニューで
・セキュリティに関わる取引
・資金移動を伴う取引処理
実行時

（P42 利用者8-1【資金
移動確認画面】のa.）

失念（紛失）時 当庫へ申込書届出にて変更
お客様カードを
再発行

故意に７回間違え暗証番号ロックさせる
→当庫が暗証番号ロック解除
→管理者開通確認で再設定

管理者が暗証番号を再設定する
メインメニュー：「ご契約先情報変更」
サブメニュー ：「利用者情報登録／変更」

８－１３．暗証番号一覧

お客様カードを

再発行
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暗証番号確認シート暗証番号確認シート

使用者 種類 説明・用途 設定した暗証番号

管理者

① ご契約先登録用暗証番号 ご契約先が申込書に記入した4桁数字

② ワンタイムパスワード
お客様カード記載の確認用パスワード
（ア～クに対応した2桁の半角数字）

③ ご契約先暗証番号 ログイン用

④ ご契約先確認暗証番号 各種設定時の確認用

利用者

⑤ 利用者暗証番号（仮） ログイン用暗証番号（仮）

⑥ 利用者確認暗証番号（仮） 取引実行時の確認用暗証番号（仮）

⑦ 利用者暗証番号 ログイン用

⑧ 利用者確認暗証番号 取引実行時の確認用


